
中
原
会
長
を
再
任

旅
館
協
会
九
州
支
部
連
合
会
総
会

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

最
新
情
報
を
提
供

日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
商
談
会

ム
ス
リ
ム

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
入
門
⑦

「
礼
拝
三
種
の
神
器
」の
用
意

ネット旅行業リーダー
世界中から人参加

「ＷＩＴ」都内で開催

直
販
で
増
や
す
宿
泊
プ
ラ
ン
の
作
り
方
②

■ ウェブで稼ぐ 松本慶大

天
津
市
代
表
団

交
流
会
を
開
催

日
本
の
旅
行
会
社
招
く

　
前
回
は
初
め
て
来
館
し
た
宿
泊
客

へ
の
接
遇
の
仕
方
を
解
説
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
礼
拝
」
の
話
が
出

て
き
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
詳
し
く

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　

　
礼
拝
は
ム
ス
リ
ム
の
義
務
の
一
つ

で
す
。
そ
の
他
の
義
務
と
し
て
「
信

仰
告
白
」
「
喜
捨
」
「
断
食
」
「
巡

礼
」
が
あ
り
ま
す
。

　
礼
拝
は
１
日
５
回
し
ま
す
。
旅
行

中
の
場
合
、
２
回
ま
と
め
て
お
祈
り

し
て
３
回
で
い
い
と
か
、
し
な
く
て

も
い
い
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
個

人
の
信
仰
に
よ
り
差
が
あ
り
ま
す
。

礼
拝
は
環
境
作
り
が
大
切
で
、
強
制

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し

て
く
だ
さ
い
。

　
５
回
の
時
間
は
日
の
出
ご
ろ
、
昼

ご
ろ
、午
後
３
時
ご
ろ
、日
の
入
前
、

そ
し
て
夜
就
寝
前
で
す
。
場
所
に
よ

り
礼
拝
時
間
が
違
い
ま
す
。
北
海
道

と
九
州
で
も
違
い
ま
す
。
ま
た
毎
日

時
間
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
ま
す
。
冬

と
夏
で
は
日
の
出
、
日
の
入
り
の
時

間
が
違
う
か
ら
で
す
。

　
礼
拝
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
メ
ッ

カ
の
方
向
を
見
て
マ
ッ
ト
の
上
な
ど

で
し
ま
す
。
メ
ッ
カ
の
方
向
を
示
す

方
位
マ
ー
ク
を
キ
ブ
ラ
マ
ー
ク
（
コ

ン
パ
ス
）
と
言
い
ま
す
。
部
屋
に
は

マ
ッ
ト
１
枚
が
置
け
る
畳
一
畳
ほ
ど

の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
。

　
諸
外
国
で
は
キ
ブ
ラ
マ
ー
ク
は
、

天
井
の
角
や
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
上
に

掲
示
し
た
り
、
机
の
引
き
出
し
の
中

に
添
付
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
メ
ッ
カ
の
方
向
が
分
か
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
日
本
で
は
お
よ

そ
西
を
示
し
ま
す
。
最
近
は
方
位
や

時
間
を
知
ら
せ
る
ア
プ
リ
が
あ
る
た

め
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
の
充
実
は
ム

ス
リ
ム
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。

　
イ
ス
ラ
ム
の
祝
日
で
あ
る
金
曜
日

に
は
、
５
回
の
う
ち
の
１
回
の
昼
の

礼
拝
は
モ
ス
ク
な
ど
に
集
合
し
て
行

う
こ
と
が
多
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
確
認
、連
絡
事
項
の
伝
達
の
ほ
か
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
先
生
・
イ
マ
ー
ム

（
指
導
者
）
か
ら
説
法
を
聞
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
金
曜
日
の
ム
ス
リ
ム

の
団
体
客
（
お
よ
そ

人
以
上
）
を

受
け
入
れ
た
場
合
、
集
団
で
で
き
る

臨
時
礼
拝
室
を
準
備
し
た
ら
喜
ば
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
旅
行
会
社
な

ど
に
事
前
に
確
認
し
た
方
が
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
同
時
に
第
一
聖
典
で
あ
る
コ
ー
ラ

ン
を
準
備
す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ト
イ
レ
が
「
清
め
場
」
と

し
て
水
浸
し
に
な
り
ま
す
の
で
、
多

め
の
タ
オ
ル
な
ど
事
前
に
準
備
し
た

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
「
お
祈
り
マ
ッ
ト
」
「
キ
ブ
ラ
マ

ー
ク
」「
礼
拝
時
間
時
刻
表
シ
ー
ト
」

を
「
礼
拝
三
種
の
神
器
」
と
名
付
け

る
な
ら
、
貸
し
出
し
対
応
を
す
る
だ

け
で
も
ム
ス
リ
ム
に
優
し
い
施
設
と

言
え
ま
す
。

　（
一
般
社
団
法
人
ハ
ラ
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
協
会
代
表
理
事
　
佐
久
間
朋
宏
）
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
同
国
の

伝
統
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た
。

後
ろ
は
ユ
ス
ロ
ン
・
イ
ザ
・

マ
ヘ
ン
ド
ラ
駐
日
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
使

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
主

催
す
る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
商

談
会
「
セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
～
テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
が

日
、
日
本

ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
（
東
京

都
港
区
）
で
開
か
れ
、
同
国

の
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル
、
航

空
会
社
と
日
本
の
旅
行
会
社

の
関
係
者
ら
約

人
が
参
加

し
た
。

　
商
談
会
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
最
新
情
報
を
提
供
し
、

同
国
へ
の
誘
客
を
図
る
目
的

で
毎
年
開
か
れ
て
い
る
。

　
商
談
会
に
先
立
ち
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
ユ
ス
ロ
ン
・
イ
ザ
・

マ
ヘ
ン
ド
ラ
駐
日
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
使
の
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
同
国
の
伝
統
舞
踊

が
披
露
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
会
場
で
は
、
同
国

関
係
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
個
別
の
商
談
が

行
わ
れ
た
。
同
国
政
府
ビ
ジ

ッ
ト
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ツ
ー
リ

ズ
ム
オ
フ
ィ
ス
日
本
地
区
事

務
所
の
高
橋
直
美
さ
ん
は

「
各
航
空
会
社
と
も
ジ
ャ
カ

ル
タ
便
を
増
便
し
、
両
国
間

の
行
き
来
が
便
利
に
な
っ
て

き
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
周
辺
だ

け
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ワ
島
の

各
地
へ
の
誘
客
に
も
つ
な
げ

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
中
国
天
津
市
か
ら
天
津
市

観
光
協
会
、現
地
旅
行
会
社
、

観
光
施
設
運
営
会
社
な
ど
の

幹
部

人
の
観
光
代
表
団
が

来
日
し
、
東
京
都
千
代
田
区

の
霞
が
関
ビ
ル
内
で

日
、

日
本
の
旅
行
会
社
の
中
国
担

当
者
ら
に
現
地
の
最
新
情
報

を
提
供
す
る
交
流
会
を
開
い

た
。

　
天
津
市
の
人
口
は
約
１
４

０
０
万
人
。
京
津
高
速
鉄
道

が
北
京
南
駅
―
天
津
駅
間
の

１
２
０
㌔
を

分
で
つ
な
い

で
い
る
。
最
高
速
度
は
時
速

３
０
０
㌔
に
達
す
る
。

　
天
津
港
は
近
年
、
ク
ル
ー

ズ
観
光
の
基
地
と
し
て
発
展

を
続
け
て
お
り
、
昨
年
は
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
ク
ル
ー
ズ
を


隻
で

万
人
送
り
出
し
た

と
い
う
。

　
２
０
０
９
年
か
ら
中
国
国

家
観
光
局
と
天
津
市
人
民
政

府
が
共
同
主
催
で
始
め
た
中

国
観
光
産
業
博
覧
会
に
は
、


カ
国
か
ら

万
人
が
参
加

す
る
。
第
６
回
目
と
な
る
今

年
は
、
９
月

日
か
ら

日

ま
で
開
催
す
る
。

　
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ト

ラ
ベ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
な

ど
世
界
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

旅
行
業
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

ら
が
集
う
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
「
Ｗ
Ｉ
Ｔ
（
ウ
ェ
ブ
・

イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
）
」
が


日
、
東
京
・
お
台
場
の
ホ
テ

ル
日
航
東
京
で
開
か
れ
た
。

参
加
者
数
は
３
８
０
人
。


人
は
欧
米
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
諸
外
国
か
ら
参
加
し

た
。

　
大
会
の
冒
頭
に
は
安
倍
晋

三
首
相
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
、
「
観
光
の
持
つ

力
は
単
に
経
済
的
な
も
の
だ

け
で
は
な
い
。
国
の
壁
を
越

え
て
人
々
に
心
を
開
か
せ
、

人
間
の
も
つ
多
様
性
に
気
づ

か
せ
、
相
互
理
解
を
深
め
て

く
れ
る
力
が
あ
る
。
旅
行
業

界
の
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
果
た
す
役
割
も
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
」
と
強

調
し
た
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
北
村
吉
弘
社
長
は
基

調
講
演
で
「
リ
ク
ル
ー
ト
グ

ル
ー
プ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

企
業
か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企

業
へ
と
か
じ
を
切
っ
て
い

る
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
旅

行
分
野
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
販

売
促
進
の
事
業
で
世
界
一
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
楽
天
執
行
役
員

の
山
本
考
伸
ト
ラ
ベ
ル
事
業

長
＝
写
真
左
か
ら
５
人
目
、

ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
今
井
敏
行
社

長
＝
同
４
人
目
、
リ
ク
ル
ー

ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
宮
本

賢
一
郎
執
行
役
員
＝
同
３
人

目
、
一
休
取
締
役
の
榊
淳
宿

泊
事
業
本
部
長
＝
同
２
人
目

＝
が
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
ド
ッ
ト

コ
ム
や
ア
ゴ
ダ
な
ど
を
傘
下

に
も
つ
プ
ラ
イ
ス
ラ
イ
ン
グ

ル
ー
プ
と
世
界
最
大
の
旅
行

ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト
の
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
幹
部
ら

と
と
も
に
登
壇
。
各
社
の
近

況
や
抱
負
な
ど
を
次
の
よ
う

に
語
っ
た
。

　
「
年
率

％
の
成
長
を
ず

っ
と
続
け
て
い
る
が
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
か

ら
す
る
と
、
こ
こ
で
成
長
が

止
ま
る
こ
と
は
な
い
」
（
山

本
ト
ラ
ベ
ル
事
業
長
）
、

「

年
は
前
年
対
比

％

増
、

年
は
同

％
増
の
成

長
だ
っ
た
。

年
は
同

％

増
を
予
定
し
て
い
る
。

年

は
取
扱
額
で
２
千
億
円
程
度

の
規
模
に
な
る
と
思
う
。


年
の
目
標
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
も
含
め
て
取
扱
額
４
千
億

円
を
掲
げ
て
い
る
」
（
今
井

社
長
）
、
「
宿
へ
の
集
客
を

最
大
化
す
る
こ
と
、
日
本
の

旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
最
も
重
要

と
考
え
て
い
る
」
（
宮
本
執

行
役
員
）、「
当
社
の
場
合
、

国
内
の
景
気
が
良
く
な
っ
た

た
め
、
予
約
宿
泊
単
価
は
上

が
っ
て
い
る
が
取
り
扱
い
室

数
は
増
え
て
い
な
い
。
そ
も

そ
も
楽
天
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
競
う

つ
も
り
は
な
い
。
小
さ
な
池

の
大
き
な
魚
を
目
指
し
て
い

る
」
（
榊
本
部
長
）

◇

　
他
に
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

で
登
壇
し
た
主
な
日
本
ス
ピ

ー
カ
ー
は
次
の
通
り
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
リ
パ
ブ
リ
ッ

ク
社
長
・
柴
田
啓
氏
▽
日
本

政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
次

長
・
冨
岡
秀
樹
氏
▽
星
野
リ

ゾ
ー
ト
社
長
・
星
野
佳
路
氏

▽
ア
ゴ
ー
ラ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
ズ
社
長
・
浅
生
亜
也

氏
▽
ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
執
行
役
員

販
売
本
部
長
・
森
口
真
一
郎

氏
▽
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

情
報
シ
ス
テ
ム
本
部
本
部
長

・
高
野
清
氏
▽
香
港
政
府
観

光
局
日
本
局
長
・
堀
和
典
氏

▽
ト
リ
ッ
ピ
ー
ズ
社
長
・
石

田
言
行
氏
▽
エ
ア
ー
ア
ジ
ア

・
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ

パ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
・
木
村
奈
津
子
氏

▽
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
社
長
・
岩
下
充
志
氏
▽
ジ

ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
社

長
・
鈴
木
み
ゆ
き
氏
▽
グ
ー

グ
ル
第
１
広
告
営
業
本
部
統

括
部
長
旅
行
業
界
担
当
・
松

濤
徹
氏
▽
日
本
ス
タ
ー
ウ
ッ

ド
ホ
テ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
櫻
井
義
大

氏
▽
楽
天
代
表
取
締
役
副
社

長
執
行
役
員
・
山
田
善
久
氏

▽
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
・
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

佐
藤
真
希
子
氏
▽
イ
ン
フ
ィ

ニ
テ
ィ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
Ｌ

Ｌ
Ｐ
・
共
同
代
表
パ
ー
ト
ナ

ー
・
小
林
雅
氏
▽
サ
ン
リ
オ

常
務
取
締
役
・
鳩
山
玲
人
氏

　
日
本
旅
館
協
会
九
州
支
部

連
合
会
（
中
原
国
男
会
長
）

は

日
、
福
岡
市
の
博
多
都

ホ
テ
ル
で
通
常
総
会
を
開

き
、
２
０
１
３
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、

年
度
事
業
計

画
・
予
算
な
ど
を
承
認
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
中
原
会
長

が
再
任
さ
れ
た
。
副
会
長
に

有
村
隆
徳
氏
（
清
流
山
水
花

あ
ゆ
の
里
）
が
就
い
た
。
中

原
会
長
は
「
誠
心
誠
意
努
力

し
て
い
き
た
い
。
日
本
旅
館

協
会
が
地
域
社
会
で
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
し
、
国
の
政
策

で
あ
る
地
域
の
交
流
人
口
拡

大
に
努
め
て
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
＝
写
真
。

　
来
賓
と
し
て
、
近
兼
孝
休

会
長
、
中
村
義
宗
専
務
理
事

も
出
席
し
た
。

年
度
の
会

費
の
説
明
が
行
わ
れ
、
退
会

者
数
が
多
く
な
る
と
予
算
不

足
と
な
る
こ
と
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。
本
部
総
会
提
出
議

題
と
し
て
は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
手
数
料
の
統
一
化
・

低
減
化
」
「
固
定
資
産
税
の

負
担
軽
減
」
を
決
め
た
。

　
ネ
ッ
ト
で
売
れ
る「
宿
泊
プ
ラ
ン
」

の
作
り
方
・
魅
せ
方
の
六
つ
の
法
則

を
、６
回
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
く
。

　
法
則
②
「
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
ト

レ
ン
ド
を
掴つ

か

む
」

　
グ
ー
グ
ル
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
「
グ
ー
グ
ル
ト
レ
ン
ド
」
を
使

い
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
検
索
需
要
を
理

解
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
通
年
検

索
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
、
季

節
に
よ
り
検
索
が
増
え
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
あ
る
。通
年
検
索
さ
れ
て
い
て
、

２
０
０
４
年
以
降
、
右
肩
上
が
り
で

増
え
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ホ
テ

ル
　
朝
食
」
だ
。
ホ
テ
ル
の
朝
食
改

善
は
宿
泊
予
約
の
増
加
に
つ
な
が

る
。

　
成
功
事
例
と
し
て
、
東
京
の
新
宿

西
口
に
あ
る
「
か
ど
や
ホ
テ
ル
」
の

朝
食
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
ほ
し

い
。
競
争
が
激
し
い
新
宿
の
ホ
テ
ル

で
お
客
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
る
た
め

に
、朝
食
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

競
合
他
社
と
の
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
を

作
り
出
し
、
改
善
を
続
け
、
宿
泊
客

の
満
足
度
を
高
め
予
約
増
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　
５
月
後
半
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

検
索
需
要
が
増
え
る
季
節
性
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
ボ
ー
ナ
ス
」
関
連
の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
今
年
は
好
決
算
の
企
業
が

多
い
た
め
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
額
が

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
背
景
を

踏
ま
え
、
消
費
傾
向
の
ト
レ
ン
ド

「
ち
ょ
い
高
消
費
」
は
、
東
京
駅
で

は
３
千
円
台
の
駅
弁
が
よ
く
売
れ

る
。
某
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
２
千
円
台
の
メ
ニ
ュ
ー
が
想
定
の

５
割
増
で
売
れ
て
い
る
。
通
常
の
商

品
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
、
ち
ょ
っ

と
高
く
売
る
。

　
こ
の
発
想
は
宿
泊
プ
ラ
ン
作
り
に

も
応
用
で
き
る
。
例
え
ば
、
旅
館
の

場
合
、
プ
ラ
ス
５
千
円
で
「
料
理
長

お
ま
か
せ
特
選
料
理
」
に
変
更
可
、

ホ
テ
ル
の
場
合
は
プ
ラ
ス
２
千
円
で

上
層
階
確
約
な
ど
、
お
客
さ
ま
の

「
ち
ょ
い
高
消
費
」
を
く
す
ぐ
り
な

が
ら
ア
ッ
プ
セ
ル
を
行
う
。

　
季
節
性
キ
ー
ワ
ー
ド
の
集
客
を
年

間
通
し
て
計
画
的
に
行
う
が
重
要
で

あ
り
、
グ
ー
グ
ル
ト
レ
ン
ド
を
使
え

ば
年
間
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
も

容
易
に
決
め
ら
れ
る
。

　
（
コ
レ
リ
ィ
ア
ン
ド
ア
ト
ラ
ク
ト

代
表
取
締
役
）
　
　
＝
月
１
回
掲
載
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